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デバイスの追加
IMM移行ツール、リリース 1.0.2以降を使用すると、UCSシステムと Intersightデバイスをよ
り適切に管理できます。各デバイスに一意のターゲット IPまたは FQDNを提供することで、
デバイスの重複を避けることができます。

IMM移行ツール 5.0.2以降では、 [デバイスの追加（Add Device） ]オプションを使用するか、
CSVファイルをアップロードすることにより、IMMドメインデバイスも追加できます。

（注）

デバイスを追加および管理するには、次の手順を実行します。

1. [デバイス管理（Device Management）]に移動します。

2. 1つのデバイスを追加する方法：

1. [デバイスの追加（Add Device）]をクリックします。

2. ドロップダウンリストから [デバイスタイプ（Device Type）]を選択します。

3. ターゲット IP/FQDNを入力します

4. 手順 2bで選択されているデバイスタイプが Cisco IMC、UCS Managerまたは UCS
Central、または IMMドメインの場合は、デバイスのユーザー名を入力します。そう
でない場合は、ステップ 2fに進みます。

5. デバイスのパスワードを入力し、ステップ 2に進みます。

6. ステップ 2bで選択したデバイスタイプが Intersightの場合は：
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(a) SaaSアカウントに [Intersight SaaS]を選択し、APIキー/秘密キーを入力します。

リリース 4.0.1以降から、[Intersight SaaS]アカウントを選択する場合、以下に属するアカウン
トの地域も選択できます。米国または EU。

（注）

(b)アプライアンスアカウントに [Intersight Appliance VM]を選択し、ターゲット/API
キー/秘密キーを入力します。

7. このデバイスのユーザーラベルを入力します。ユーザーラベルは、デバイスの識別
に役立ちます。

[ユーザーラベル（User Label）]オプションは、IMM移行ツール 4.2.1以降でのみ使用できま
す。

（注）

8. [プロキシを使用（UseProxy）]トグルボタンをオンにして、プロキシ設定を有効にし
ます。

プロキシ設定の詳細については、[プロキシ設定（Proxy Settings）]を参照してくださ
い。

IMM移行ツール、リリース 5.0.1以降では、 [プロキシの使用（Use Proxy）]オプションは、
Intersightデバイスでのみ使用できます。

（注）

9. デバイスの追加時に接続チェックをバイパスするには、[接続チェックのバイパス
（Bypass Connection Check）]をオンにします。この機能により、オフラインデバイ
スを移行ツールに追加できます。

3. 複数のデバイスを一括して追加する方法：

1. [CSVのアップロード（Upload CSV）]をクリックします。

2. デバイスタイプ、ターゲット、ユーザー名、およびパスワードの詳細を含むCSVファ
イルを参照します。

サンプルCSVファイル

3. [アップロード（Upload）]をクリックします。
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[進行状況（Progress）]ページには、デバイス接続の進行状況が表示されます。接続に
失敗した場合、そのデバイスは追加されません。

4. [保存（Save）]をクリックします。

IMM移行ツール 3.1.1以降では、ツールによって検証が実行され、追加されたデバイスの
ファームウェアバージョンが移行ツールでサポートされる最小バージョンに準拠している

かどうかがチェックされます。準拠していないことが判明した場合、警告メッセージが表

示されます。

[検証のバイパス（Bypass Validation）]トグルボタンをオンにすることで、検証チェック
をオプトアウトできます。

このオプションを使用すると、サポートされていないファームウェアバージョンのデバイ

スを追加できます。

追加されたデバイスは、削除または編集できます。Intersightデバイスで編集できる値は API
キーとシークレットキーで、UCSデバイスで編集できる値はユーザー名とパスワードです。

•既存のデバイスの削除は、それに関連付けられた遷移がない場合にのみ可能です。

• IMM移行ツール、3.1.1で、複数のデバイスを選択し、リストビューの左上にあるゴミ箱
ボタンをクリックすると、選択したデバイスをまとめて削除できます。

（注）

デバイスの申請
Intersightでデバイスを要求するには、次の手順を実行します。

1. [Intersightに申請（Claim to Intersight）]をクリックします。

2. [デバイスの選択]画面の場合：

1. [Intersightデバイスの選択（Select Intersight Device）]ドロップダウンリストから、
デバイスを申請するターゲットの Intersightアカウントを選択します。

2. [テーブル（Table）]ビューから、申請する Cisco IMCか UCS Managerまたは [IMM
ドメイン（IMM Domain）]デバイスを選択します。新しいデバイスを追加する場合
は、「デバイスの追加」の項の手順に従います。

IMM移行ツール 5.0.2以降では、IMMドメインデバイスも要求できます。（注）

3. [次へ（Next）]をクリックします。

3. [デバイスコネクタ（Device Connector）]画面で、次の手順を実行します。
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1. アクセスモードを開始します。

2. 選択したデバイスが Intersightアカウントに接続するために使用するプロキシの詳細を
入力します。

これらのオプションは、UCSMまたは Cisco IMCデバイスの [デバイスコネクタ（Device
Connector）]ページから設定することもできます。

（注）

3. [次へ（Next）]をクリックします。

構成した設定が選択したデバイスにプッシュされます。

4. [進行状況（Progress）]画面から申請アクションの進行状況をモニタリングします。

リストビューでは、正常に要求されたデバイスはクラウドアイコンで示されます。

[クラウド（Cloud）]アイコンにカーソルを合わせると、要求されたデバイスにリンク
されている Intersightアカウントに関する追加情報を表示できます。

カスタムデバイスファイルのアップロード
デバイスの構成またはインベントリファイルを編集およびアップロードできます。このアップ

ロードされたファイルは、後で Intersightに遷移を追加、クロー二ング、またはプッシュする
ときに使用できます。

デバイスのカスタムファイルを追加するには、次の手順を実行します。

1. [デバイス管理（Device Management）]に移動します。

2. リストページで、構成またはインベントリを更新する必要があるデバイスに移動します。

3. デバイス名の横にあるその他メニューをクリックします。

4. [カスタムファイルのアップロード（Upload Custom File）]をクリックします。

5. 更新された構成ファイルを参照し、選択します。

6. [アップロード（Upload）]をクリックします。

7. 更新されたインベントリファイルを参照し、選択します。

8. [アップロード（Upload）]をクリックします。

IMM移行ツール 5.0.1以降では、 [カスタムの適用（Force Custom）]トグルボタンを有効に
できます。これにより、ツールはエラーを無視して、編集した構成ファイルとインベントリ

ファイルのアップロードを続行できます。

（注）
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9. [OK]をクリックします。

アップロードされたファイルは、トランジションの追加中にソースまたは接続先デバイスの

ページでデバイスが次に選択されたときに取得されます。

移行の追加中、ライブデバイスから取得された設定/インベントリは で表され、ファイル

から取得された設定/インベントリ（ユーザーが手動でアップロード）は、[ソースUCS/Intersight

デバイスの選択（Select Source UCS/Intersight Device）]ページの で示されます。

Intersightアカウントのクリア
Intersightアカウントをデフォルト構成にリセットするには、構成オブジェクトと設定を削除し
てアカウントをクリアします。Intersightアカウントから構成オブジェクト（プール、ポリシー、
プロファイル、およびテンプレート）、リソースグループ、ユーザ、および組織を削除できま

す。

[Intersight構成のクリア（Clear Intersight Config）]オプションは、Intersightデバイスおよび
IMM移行ツール 4.2.1以降でのみ使用できますを。

（注）

Intersightアカウントをクリアするには：

1. [デバイス管理（Device Management）]に移動します。

2. 目的の Intersightデバイスのその他メニュー（...）をクリックし、[ Clear Intersight Config]
を選択します。

3. 次のいずれかを実行します。

• [すべてをクリア（ Clear Everything）]をクリックして、選択した Intersightアカウン
トからすべての設定オブジェクト（プール、ポリシー、プロファイル、およびテンプ

レート）、リソースグループ、ユーザ、および組織を削除します。Intersightアカウン
トからローカルユーザーポリシー、ローカルユーザー、カスタムロールなどの

Intersight設定を削除する場合は、[Intersight設定のクリア（Clear Intersight設定）]
チェックボックスをオンにします。

• [組織のクリア（Clear Organizations） ]をクリックして、Intersightアカウントから 1
つ以上の組織を選択し、関連付けられた構成オブジェクト（プール、ポリシー、プロ

ファイル、およびテンプレート）とともに削除します。
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• [組織のクリア（Clear Organizations）]アクションでは、選
択した組織の構成オブジェクトのみが削除され、他の組織、

設定、またはリソースグループには影響しません。

•アイコン は、組織に1つ以上のリソースグループが関連付
けられていることを表します。

•アイコン は、組織が他の組織と共有されていることを表

します。

（注）

4. エラーがあってもクリア操作を続行するには、[強制クリア（Force Clear）]トグルボタン
を有効にします。失敗したオブジェクトはスキップされるため、クリアが不完全になる可

能性があります。

5. [ Clear Intersight]をクリックして、クリア操作を開始します。

6. クリアが完了したら、[削除の概要の表示（View Delete Summary）]をクリックして操作
の概要を表示します。このサマリーには、各オブジェクトの削除ステータスが表示されま

す。

[Intersightレポートのクリア（Clear Intersight Report）]オプションから、後で操作の概要を
表示することもできます。

（注）

Intersightクリアレポートの表示
[Intersightクリアレポート（Clear Intersight Report）]は、 [Intersight構成のクリア（Clear
Intersight Config）]の実行後に使用できる詳細な操作の概要です。このレポートには、オブ
ジェクトの総数、正常に削除されたオブジェクト、削除からスキップされたオブジェクト、お

よび削除に機能不全したオブジェクトに関する詳細情報が表示されます。

Intersightのクリアレポートを表示するには、次の手順を実行します。

1. [デバイス管理（Device Management）]に移動します。

2. [Intersight構成のクリア（Clear Intersight Config）]が実行された Intersightデバイスの 3
点ドットメニュー（...）をクリックし、[Intersightのクリアレポート（Clear Intersight
Report）]を選択します。[クリアの概要]ページが表示されます。

3. オブジェクトステータスの横にある 3点ドットメニュー（...）をクリックして、スキップ
と失敗の理由を確認します。
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。
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